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地域脱炭素共創カンファレンスを開催します 

－堺エネルギー地産地消プロジェクト－ 
 

堺市では、2050 年カーボンニュートラルへのステップとして、2030 年度までに民生部門における電力使用に伴う

CO2 排出実質ゼロの実現をめざし、国の脱炭素先行地域に選定された「堺エネルギー地産地消プロジェクト」を実施し

ています。 

このたび、「自治体・民間企業連携で価値を生む！地産地消で構築する堺発の新しい再エネのかたち」をテーマに、

地域脱炭素共創カンファレンスを開催します。 

 

1 概要 

日時 令和 8 年 3 月 19 日（木） 午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分（開場：午後 1 時） 

場所 フェニーチェ堺 多目的室（堺市堺区翁橋町 2‐1‐1） ※オンラインで同時開催 

参加対象 民間企業、自治体、金融機関 等 

参加費 無料 

定員 50 名（事前申込制・先着順） ※オンライン開催は上限なし 

申込方法 

申込期間：令和 8 年 2 月 19 日（木）～3 月 19 日（木） 

以下のホームページからお申し込みください。 

https://igrid.co.jp/lp/sakaiconference/ 

主催 堺市、株式会社アイ・グリッド・ソリューションズ 

後援 環境省 近畿地方環境事務所 

 

2 内容 

基調講演 
地域脱炭素の展開に向けて 

登壇者：環境省 近畿地方環境事務所 地域脱炭素創生室長 鈴木 啓太 氏 

事業紹介 

企業と市が再エネ電力をシェア！企業価値を高める新たな地産地消モデル 

―堺エネルギー地産地消プロジェクトの取組― 

登壇者：堺市 環境局 カーボンニュートラル推進部 脱炭素先行地域推進室 参事 曽和 朋弘 

参画企業による 

プレゼンテーション 

サカイ引越センターの脱炭素の取組について（仮） 

登壇者：株式会社サカイ引越センター  ※発表者は調整中 

堺の再エネ循環を担う、地元企業としての役割と挑戦 

登壇者：株式会社エイワット 常務取締役 柴田 泰利 氏 

「余剰」を「資産」へ。AI による再エネアグリが加速させる、堺の地産地消戦略        

登壇者：株式会社アイ・グリッド・ソリューションズ 執行役員 / DX 推進部長 岩﨑 哲 氏 

ディスカッション 会場参加者も交え、上記に記載の登壇者と意見交換を行います。 

https://igrid.co.jp/lp/sakaiconference/


 

イベントの詳細等は、以下の堺市ホームページをご確認ください。 

https://www.city.sakai.lg.jp/kurashi/gomi/ondanka/oshirase/CN_conference.html 

 

3 堺エネルギー地産地消プロジェクト（堺市版オフサイト PPA 事業）の概要  

市内の民間事業者が導入した太陽光発電の電力を市有施設とシェアし、再生可能エネルギー※で作ったクリーンな

電力を余すことなく市内で使う堺市版オフサイト PPA 事業を展開しています。 

※太陽光や風力等の永続的に利用できる非化石エネルギー 

 

  プロジェクトの詳細は以下の堺市ホームページをご確認ください。 

https://www.city.sakai.lg.jp/kurashi/gomi/ondanka/datsutansosenkochiiki/index.html 

 

問
い
合
わ
せ
先 

担 当 課：環境局 カーボンニュートラル推進部 

脱炭素先行地域推進室             

電 話：072-340-2095 

フ ァ ッ ク ス：072-228-7063 
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